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(1) 

nm  であれば、 m
m pp   

nm  のとき 

mn  回目に裏が出て、その後 1mn 回目から n回目まで、m 回連続で表が出続ける。 

1mn 回目以前の経過には無関係であるから m
m ppp )1(   

以上により nm  のとき m
m pp  、 nm  のとき m

m ppp )1(   ……(答) 
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以上により nm  のとき 1mq 、 nm  のとき 11  m
m pq  ……(答) 

 

(3) 

最後のブロックの高さが、1回目はm で 2回目はm 以下、1回目はm 以下で 2回目はm のいずれかである。 

高さがm 以下には高さm も含まれる。 2
2 mmmm pqpr  であるから 

 

nm  のとき )2(2 2 mmmm
m ppppr   

nm  のとき 

   )2()1()1()1(2)1()1()1()1(2 11221   mmmmmmmmm
m ppppppppppppppr  

 

以上により nm  のとき )2( mm
m ppr  、 nm  のとき )2()1( 1 mmm

m ppppr  ……(答) 

 

 

※(2)で、 nm  のとき 1mq は自明。 


